
花
屋
の
店
頭
に
紫
色
の
菖
蒲
が

並
ぶ
連
休
明
け
の
五
月
九
日
、
55

期
会
が
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
側
の
ホ
テ

ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ソ
シ
ア
一
七
階

で
開
か
れ
た
。
こ
の
日
の
出
席
者

は
二
一
人
。
横
浜
・
神
戸
・
東
京
・

さ
い
た
ま
・
春
日
井
・
所
沢
な
ど

県
外
か
ら
の
参
加
者
が
多
く
懇
親

会
は
全
国
的
な
話
題
に
及
び
、
賑

や
か
に
盛
り
上
っ
た
。

会
は
昨
年
以
降
の
物
故
者
三
人

の
追
憶
の
あ
と
、
吉
川
晴
夫
世
話

人
代
表
か
ら
会
員
の
消
息
や
事
務

連
絡
、
高
信
忍
理
事
か
ら
各
期
の

同
窓
会
活
動
状
況
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
吉
川
氏
は
県
教
育
長
と
し

て
県
の
教
育
行
政
に
力
を
振
っ
た

人
、
高
信
氏
は
静
高
野
球
の
伝
統

を
守
っ
て
投
手
と
し
て
活
躍
、
卒

業
後
は
県
内
高
校
の
野
球
監
督
と

し
て
力
を
発
揮
し
た
人
、
と
も
に

静
高
卒
業
生
の
名
を
喧
伝
（
け
ん

で
ん
）
し
た
双
璧
で
あ
っ
た
。

昨
年
か
ら
会
場
と
な
っ
た
ア
ソ

シ
ア
の
最
上
階
か
ら
望
む
富
士
山

我
々
の
57
期
は
、
い
つ
も
乍
ら

五
七
に
ち
な
ん
で
毎
年
五
月
七
日

に
近
い
第
二
土
曜
日
（
今
年
は
五

月
一
二
日
）
に
、
同
期
会
を
東
海

軒
会
館
（
平
尾
光
久
会
長
）
で
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
特
に
卒
業
六

五
周
年
の
節
目
に
当
り
ま
す
の
で
、

五
年
目
毎
の
特
別
な
行
事
は
、
特

に
行
わ
ず
規
模
や
内
容
も
小
さ
い

乍
ら
も
充
実
し
た
も
の
を
と
役
員

会
で
協
議
し
計
画
致
し
ま
し
た
。

先
づ
我
々
会
員
の
名・
簿・
を
整
備

す
る
こ
と
と
、
我
が
母
校
の
象
徴

で
あ
る
霊
峰
富
士
の
写
真
を
カ
ラ

ー
で
映
し
、
母
校
の
校
歌
と
共
に

載
せ
、
更
に
今
迄
の
我
々
の
会
の

歩・
み・
な
ど
を
記
し
た
「
五・
七・
期・
要・

項・
」
と
し
て
一
冊
に
纏
め
上
げ

た
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
今
回
特
に

会
に
出
席
し
た
者
だ
け
に
お
土
産

の
名
目
で
記
念
の
楯・
を
贈
り
大
変

な
好
評
を
得
た
こ
と
で
す
。

次
に
会
の
状
況
を
見
ま
す
と
開

催
通
知
九
〇
通
の
中
二
七
名
の
出

席
が
あ
り
、
遂
に
三
〇
名
を
割
っ

て
の
会
で
し
た
。

会
は
小
生
佐
野
の
司
会
で
始
ま

り
ま
し
た
。最
初
昨
年
の
同
期
会
か

ら
今
年
ま
で
亡
く
な
っ
た
九
名
の

同
友
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

続
い
て
菅
原
勝
君
の
会
計
報
告
、

狩
野
隼
一
君
に
よ
る
監
査
報
告
、

森
下
忠
夫
君
の
母
校
の
近
況
並
び

に
学
校
本
来
の
進
み
方
な
ど
の
話

で
一
応
議
題
は
終
り
、更
に
同
君
に

よ
る
記
念
撮
影
を
も
行
い
ま
し
た
。

次
に
別
室
に
移
り
例
年
に
な
ら

い
遠
路
出
席
の
久
保
田
誠
三
君
の

乾
杯
で
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
中

学
時
代
の
恩
師
や
学
友
の
思
い
出

話
が
進
む
中
で
、
特
に
先
般
亡
く

な
っ
た
許
り
の
万
年
青
年
こ
と
田

中
正
史
君
が
漢
字
検
定
試
験
の
難

関
を
突
破
し
た
こ
と
、
洒
脱
な
川

柳
の
作
者
で
も
あ
っ
た
友
が
又
一

人
失
っ
た
こ
と
、
又
飯
室
勇
君
は

会
へ
の
出
席
通
知
を
出
し
乍
ら
そ

の
前
に
亡
く
な
ら
れ
る
な
ど
、我
々

一
同
は
人
生
の
悲
哀
を
感
ぜ
ざ
る

を
得
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
長

谷
川
録
郎
君
の
静
高
野
球
談
義
な

ど
に
話
は
盛
り
上
り
、
時
間
の
過

ぎ
る
の
も
忘
れ
、
最
後
に
川
田
和

昌
君
の
音
頭
で
静
中
静
高
校
歌
を

四
番
迄
唄
い
、
河
村
忠
行
君
の
閉

会
の
辞
。
来
年
も
又
元
気
な
姿
で

会
う
こ
と
を
約
束
し
て
、
午
後
三

時
過
ぎ
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
私
の
短
歌
二
首
を
記
し

筆
を
擱
く
こ
と
に
し
ま
す
。

○
去
年
今
年
九
人
の
友
を
見
送
り

は
、
静
岡
市
内
屈
指
の
眺
望
の
場

所
と
知
ら
れ
て
い
る
が
、
昨
年
は

雨
模
様
の
曇
天
で
、
今
年
は
春
霞

に
覆
わ
れ
て
、
そ
の
英
姿
を
見
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し

賤
機
山
を
背
に
し
た
静
高
の
白
い

校
舎
が
は
っ
き
り
と
遠
望
で
き
た

こ
と
は
、一
同
に
安
息
を
与
え
た
。

静
高
が
創
立
一
二
五
周
年
を
記

念
し
て
建
設
し
た
『

高
館
』
と

そ
の
歴
史
的
資
料
を
集
め
た
情
報

展
示
室
を
見
る
た
め
わ
れ
わ
れ
が

母
校
を
訪
れ
た
の
は
、
た
し
か
一

昨
年
の
五
五
期
会
そ
の
日
で
あ
っ

た
。
一
行
は
一
段
高
く
な
っ
て
い

る
校
舎
側
か
ら
校
庭
を
望
み
、
い

つ
も
肩
を
押
す
よ
う
に
北
天
に
聳

え
て
い
る
文
珠
岳
と
竜
爪
山
の
重

な
り
会
う
二
つ
の
山
並
と
、
運
動

場
東
隅
に
あ
る
昔
と
変
わ
ら
ぬ
野

球
練
習
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
を
眺

め
、
一
同
は
半
世
紀
前
の
生
徒
姿

の
自
分
達
を
追
憶
す
る
の
だ
っ
た
。

休
み
時
間
に
な
る
と
運
動
場
の

片
隅
に
土
俵
を
描
い
て
、
級
友
と

相
撲
を
と
っ
た
こ
と
。
プ
ー
ル
脇

の
松
の
疎
林
の
草
む
ら
に
腰
を
下

ろ
し
て
、ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
文
庫
本
を

出
し
て
漱
石
を
読
ん
だ
こ
と
。
ま

し
黙
祷
を
捧
げ
ク
ラ
ス
会
始
む

○
肩
組
み
て
「
岳
南
健
児
」
を
唄

ひ
た
り
又
来
る
年
の
会
ふ
を
誓

ひ
て（57

期
幹
事

佐
野
弥
寿
夫
）

本
年
の
60
期
生
会
は
四
月
一
六

日
午
後
四
時
か
ら
、
静
岡
駅
南
口

の
東
海
軒
会
館
で
行
な
わ
れ
た
。

幹
事
の
尽
力
で
例
年
よ
り
多
い

四
五
名
が
集
ま
り
、
お
互
い
に
久

闊
を
叙
し
、
青
春
に
も
ど
っ
て
団

欒
の
ひ
と
時
だ
っ
た
。

た
だ
、
こ
の
一
年
間
に
同
期
会

の
功
労
者
と
も
い
う
べ
き
佐
藤
祐

信
・
杉
本
武
・
磯
谷
恵
一
の
三
兄

を
は
じ
め
九
名
の
友
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
は
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

在
学
時
代
を
思
い
起
こ
す
と
、

大
変
な
五
年
間
だ
っ
た
と
思
う
。

昭
和
一
五
年
、
静
中
入
学
直
前
の

一
月
一
五
日
に
静
岡
市
内
は
大
火

の
た
め
五
千
百
余
戸
が
焼
失
し
、

二
年
生
の
一
二
月
に
太
平
洋
戦
争

が
始
ま
っ
て
勤
労
奉
仕
も
多
く
な

り
、
三
年
生
の
夏
か
ら
は
登
呂
遺

跡
発
掘
へ
日
曜
ご
と
に
赴
い
た
。

戦
局
激
化
に
よ
っ
て
五
年
生
夏

か
ら
三
菱
重
工
静
岡
発
動
機
製
作

所
に
勤
労
動
員
。
Ｂ
29
の
爆
撃
に

も
遭
い
、
二
〇
年
春
の
卒
業
式
後

も
学
帽
（
戦
闘
帽
）
で
通
っ
た
。

六
月
一
九
日
に
は
、
大
空
襲
で
二

万
四
千
戸
、
一
一
万
数
千
人
が
罹

災
し
た
。
み
な
、
よ
く
生
き
抜
い

て
き
た
と
思
う
。

静
中
・
静
高
同
窓
会
の
会
員
名

簿
に
よ
る
と
、
60
期
卒
業
生
二
六

一
名
、
う
ち
亡
く
な
っ
た
方
九
八

名
、
居
所
不
明
者
二
三
名
で
、
現

在
一
四
〇
名（
静
岡
県
内
八
〇
名
、

県
外
六
〇
名
）
が
健
在
と
の
こ
と

で
あ
る
。

心
お
き
な
く
付
き
合
え
る
友
だ

ち
が
何
人
自
分
の
回
り
に
い
る
か

そ
れ
が
そ
の
人
の
値
打
ち
で
あ
り

生
き
方
だ
と
い
わ
れ
る
。

人
生
八
〇
年
時
代
、
健
康
と
同

様
に
、
人
脈
・
友
人
・
仲
間
は
大

切
で
、欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。

岳
南
健
児
の
心
意
気
を
忘
れ
ず

元
気
に
、
揃
っ
て
校
歌
を
四
番
ま

で
歌
い
続
け
た
い
！

＊

＊

＊

な
お
、
加
筆
さ
せ
て
頂
く
と
、
下

野
和
夫
先
生
（
昭
和
二
〇
年
一
二

月
、シ
ベ
リ
ア
の
チ
タ
で
戦
病
死
）

の
由
起
子
夫
人
を
、五
月
二
八
日
訪

名
の
折
、入
所
さ
れ
て
い
る
老
人
施

設
に
伺
っ
た
。娘
の
阪
野
洋
子
さ
ん

か
ら
も
「
同
窓
皆
様
に
く
れ
ぐ
れ

も
よ
ろ
し
く
」と
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
60
期

上
杉
重
粗
）

た
、
全
校
生
徒
が
始
業
前
に
校
庭

に
集
ま
る
朝
礼
の
こ
と
な
ど
な
ど
。

い
つ
も
口
喧
ま
し
い
教
頭
が
生

徒
の
前
で
注
意
事
項
を
述
べ
て
い

る
。
そ
の
後
ろ
に
温
厚
な
校
長
が

何
か
気
忙
し
そ
う
に
教
頭
を
見
詰

恒
例
の
六
月
四
日
、
64
期
の
同

期
会
が
「
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

静
岡
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
中
に
、
全
員
め
で
た
く

喜
寿
を
迎
え
る
年
で
あ
る
が
、
昨

年
よ
り
一
〇
名
近
く
多
い
五
一
名

の
参
加
を
得
た
事
は
、
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
湯
原
先
生
・
渡

辺
福
太
郎
先
生
の
変
わ
ら
ぬ
お
元

気
の
臨
席
を
得
、
櫻
井
同
窓
会

長
・
藤
田
栄
常
任
理
事
に
よ
る
母

校
の
近
況
や
野
球
部
の
現
状
と
、

そ
の
思
い
で
始
ま
り
、
議
事
も
和

や
か
に
進
行
さ
れ
た
。

最
初
の
出
会
か
ら
六
〇
余
年
、

様
々
の
苦
楽
を
経
て
き
た
喜
寿
な

ど
全
く
無
視
を
し
て
、
こ
の
期
は

更
に
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
元
気

に
存
続
し
て
ゆ
く
予
感
に
充
ち
充

ち
て
い
た
。（

64
期

片
山
修
三
）

毎
年
恒
例
の
四
月
第
二
土
曜
日

に
、61
期
の
総
会
・
懇
親
会
が
静
岡

タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
で

開
か
れ
ま
し
た
。五
九
名
が
集
り
ま

し
た
。出
欠
席
回
答
の
ハ
ガ
キ
に
、

体
調
不
良
で
欠
席
す
る
と
の
返
信

が
こ
こ
数
年
多
く
な
り
ま
し
た
。

同
期
の
医
師
、
福
地
益
人
君
の

講
演
「
不
老
延
年
は
可
能
か
」
は

私
達
の
年
齢
に
合
っ
た
テ
ー
マ
で

し
た
。
懇
親
会
は
最
遠
距
離
地
熊

本
か
ら
参
加
し
た
、
荒
木
克
己
君

の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
ま
し
た
。

途
端
に
六
〇
余
年
を
一
気
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
一
〇
代
の
少

年
時
代
に
戻
り
会
話
が
盛
り
上
り
、

至
福
の
二
時
間
で
し
た
。

今
年
も
同
期
の
薮
増
昭
君
（
東

京
芸
大
卒
）
寄
贈
の
絵
画
は
、
抽

選
で
中
村
光
男
君
が
当
り
ま
し
た
。

締
め
は
、
望
月
良
君
の
リ
ー
ド

に
よ
り
、
校
歌
を
四
番
ま
で
声
を

張
り
あ
げ
て
歌
い
ま
し
た
。
歌
詞

の
内
容
は
問
題
で
な
く
、
校
歌
を

歌
っ
て
青
春
を
過
ご
し
た
あ
の
時

代
が
同
期
の
絆
な
の
で
す
。

帰
り
際
、
福
地
益
人
君
の
著
書

「
鍼
灸
師
へ
伝
え
た
い
外
科
医
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し

て
、
八
時
頃
散
会
し
ま
し
た
。

（
61
期
幹
事

野
崎
英
雄
）

め
て
い
る
。
校
長
を
中
心
に
し
て

左
右
横
一
列
に
並
ん
で
思
い
思
い

の
ポ
ー
ズ
で
立
っ
て
い
る
教
師
た

ち
。
そ
の
中
に
新
調
し
た
背
広
姿

の
傲
岸
不
遜
な
若
い
英
語
教
師
、

悠
然
と
し
た
風
貎
の
年
老
い
た
漢

文
の
教
師
、
そ
し
て
そ
の
隣
の
軍

服
姿
の
配
属
将
校
の
姿
を
、
ぼ
く

は
じ
っ
と
眺
め
て
い
た
。
軍
時
教

練
が
日
増
し
に
強
化
さ
れ
、
学
校

の
中
が
し
だ
い
に
殺
伐
と
な
っ
て

ゆ
く
時
代
で
あ
っ
た
。

（
55
期

得
井
善
伯
、
中
川
秀
郷
）
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〝
喜
寿
〞
51
人
が
参
加

〝
傘
寿
〞
を
元
気
に

熊本から
馳せ参ず

軍事教練の
時代を追憶 同

窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

64

期

60

期

卒
業
65
年
の
節
目

会
の
歩
み
ま
と
め
る

57

期

61

期

55

期

意気軒昂の84－85歳。21人が集まり、２度の甲子園
出場の話題などで盛り上がった＝ホテルアソシア静岡

例年より多数の参加があった60期。
まさに人生80年時代を謳歌している＝東海軒会館

「不老延年」の講演を聞くなどした61期の総会・懇親会
＝ホテルアソシア静岡

昨年より10人近く参加者が増えたという、
心強い64期の面々＝ホテルセンチュリー静岡

27人の出席を得て開催された57期同期会。
亡くなったクラスメイトらの思い出を語った＝東海軒会館


